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【科目】物理化学特論 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・1 年次
【担当教員】

藤野 正家

【授業目標・教育方針】
本科の物理化学の授業の中で扱った熱力学を復習し、さらに溶液の性質や化学平衡などの現象を熱力学的に理解する
ことを目的とする。そのために演習を多く取り入れ、抽象的と受け取られがちな熱力学の概念を親しみの持てるもの
とする。さらに電気化学について概説する。

【授業概要】
・熱力学の復習：第一法則、第二法則、自由エネルギー、化学ポテンシャル
・溶液の熱力学：理想溶液、実在溶液と活量、束一的性質
・平衡：相平衡・化学平衡と自由エネルギー
・電気化学：電離平衡、起電力と自由エネルギー変化、燃料電池

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：アトキンス「物理化学（上下）」（東京化学同人）
　　　　マッカリー・サイモン「物理化学（上下）」（東京化学同人）
　　　　渡辺　啓「化学熱力学」（サイエンス社）
　　　　スミス「化学熱力学－演習によるアプローチ」（東京化学同人）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：物理化学特論 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 熱力学入門 熱力学の概説と、熱力学でよく使われる用語および概
念の説明を行う。

第 2 回 第一法則 熱力学第一法則について復習する。準静的変化、可逆
変化について詳しく説明する。

第 3 回 第一法則の応用 第一法則の化学への応用について概説する。ポアソン
の法則について述べる。

第 4 回 第二法則 熱力学第二法則について概説する。エントロピーとは
何かについて詳しく説明する。

第 5 回 自由エネルギー 自由エネルギーについて解説する。
第 6 回 化学平衡 自由エネルギーと化学平衡について解説する。
第 7 回 相平衡（１） 純物質の相平衡について自由エネルギーを用いて解説

する。
第 8 回 相平衡（２） 相平衡に及ぼす外部条件について解説する（クラペイ

ロン－クラウジウスの法則など）
第 9 回 理想溶液と実在溶液 理想溶液の概念について説明し、理想溶液の熱力学的

性質について考える。また、実在溶液について説明す
る。

第 10 回 束一的性質 理想溶液の沸点上昇や凝固点降下などの束一的性質に
ついて説明する。

第 11 回 電気化学入門 電気化学の用語などについて概説する。
第 12 回 伝導度 イオン独立移動の法則、アレニウスの電離説、希釈率

などについて説明する。
第 13 回 起電力 ネルンストの法則、電池内の化学平衡について説明す

る。
第 14 回 燃料電池 燃料電池の原理について概説する。
第 15 回 試験
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